
The University of Tokushima (2011)〉 Faculty of Integrated Arts and Sciences〉 人間社会学科 法律経済コース [⇒Japanese]

Seminar: International Economics 2 4 units 4th-year(whole year)

Takio Mizushima · Professor / Department of Civil and Environmental Studies

Target〉 担当教官の研究対象は三分野あります． ·第一は中東産油国の社会経済
論．この地域はイスラームの強い影響下にあり，また，その多， くが開発途
上国であるため，分析方法としては経済学の手法と地域研究の手法を用い ま
す． ·第二は，これと表裏をなすものとしての石油 ·天然ガス産業論． ·第三
は，これらを統合して理解するための基礎理論としての世界経済論です (ゼミ
の名称， には，一般的な「国際経済論」を使用)． ゼミでは，これらに関連
する問題を中心に，世界経済の問題についての理解を深めます．

Outline〉 毎回のゼミでは，世界経済論の基礎理論と現実の問題の関連を常に考
えます．本年は石油 ·天然ガス産業の特殊性と途上国金融の基礎を考えます．

Notice〉 ·「世界経済論 I，II」は必修．·ゼミは，学習の場であるとともに，会議
の運営とプレゼンテーションの訓練の場でも， あります．従ってゼミを受け
る際には自発的な研修が必要ですが，同時に，ゼミの運， 営には自治意識の
涵養，信頼関係の醸成が基本になります． ·3年終了までに，経済史，経済学
説史，近代経済学とマルクス経済学について基本的， な教科書で良いから，
通読してください．そのテキストについては相談に応じます． ·経済学の古
典に関心を持つこと．古典には教科書にない力があります． ·統計処理と語
学力を高める努力を続けてください．

Goal〉
1. ·基本的論点の理解．
2. ·問題の発見能力とリサーチ能力を身に付ける．
3. ·ディベート，および，プレゼンテーション能力を身に付ける．
4. ·形式をきちんと踏まえた論文を作成する．

Schedule〉 下記に指定した図書を輪読する．
Evaluation Criteria〉 出席と報告と質疑応答により判定する．
Re-evaluation〉 なし
Textbook〉 (其の他，必要に応じて提示する．)
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=219423
Contact〉
⇒ Mizushima (2203, +81-88-656-7188, mizushim@ias.tokushima-u.ac.jp)

Mail (Office Hour: E-mail:mizushim@ias.tokushima-u.ac.jp，電話:088-656-
7188(研究室))
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